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気体の法則
問題演習　｜　問題演習 — ボイル・シャルルの法則・状態方程式・分圧
組　　　番　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
気体定数 R＝8.3×103 Pa·L/(mol·K)　／　絶対温度 T(K)＝t(℃)＋273
問1　［基礎］
温度を一定に保ったまま、1.0×105 Pa で 3.0 L を占める気体の圧力を 1.5×105 Pa にした。このときの気体の体積は何 L か。


問2　［基礎］
圧力を一定に保ったまま、27℃ で 6.0 L を占める気体の温度を 127℃ にした。このときの気体の体積は何 L か。


問3　［基礎］
27℃、1.0×105 Pa で 5.0 L を占める気体を、87℃、2.0×105 Pa にした。このときの気体の体積は何 L か。


問4　［標準］
27℃、1.0×105 Pa で、体積 24.9 L を占める気体がある。この気体の物質量は何 mol か。（気体定数 R＝8.3×103 Pa·L/(mol·K)）


問5　［標準］
ある気体 0.44 g を、27℃、1.0×105 Pa のもとで測ると、体積は 0.249 L であった。この気体の分子量を求めよ。（気体定数 R＝8.3×103 Pa·L/(mol·K)）


問6　［標準］
窒素 N2 0.30 mol と酸素 O2 0.20 mol を混合した気体がある。この混合気体の全圧が 1.0×105 Pa のとき、N2 と O2 の分圧をそれぞれ求めよ。
	気体の法則　問題演習
	
	[image: ]


image1.png
>

THOTH








